
原
発
、
人
の
力
で
制
御
出
来
な
い

●
鈴
木
邦
彦
さ
ん
（
県
森
林
連

も
の
は
造
る
べ
き
で
は
な
い
。
ボ

合
会
）

ラ
ン
テ
ア
活
動
な
ど
で
人
に
触
れ
、

花
に
触
れ
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
よ
う

住
宅
な
ど
の
除
染
が
始
ま
っ
て

に
な
っ
た
。
人
生
の
１
年
１
年
を

い
る
が
森
林
は
除
染
方
法
な
ど

大
切
に
生
き
て
ゆ
き
た
い
。

明
確
に
な
っ
て
お
ら
ず
手
付
か

３
月
２
３
日
、
福
島
市
の
あ
ず
ま
総
合
体
育
館
に
お
い
て
「
原
発
の
な
い

ず
。
森
林
か
ら
の
汚
染
水
が
下

●
平
井
華
子
さ
ん
（
福
島
の
子
ど

福
島
を
！
県
民
大
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
７
、
０
０
０
名
が

流
に
流
入
し
河
川
流
域
の
汚
染

も
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

結
集
し
ま
し
た
。
福
島
県
支
部
の
春
闘
の
闘
い
の
取
組
み
と
し
て
、
「
原

が
高
ま
っ
て
い
る
。
山
林
の
除

発
の
廃
炉
」
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
島
」
実
現
さ
せ
る
た
め
、
家
族
を

染
が
早
急
に
必
要
。
山
で
働
い

２
歳
、
４
歳
の
子
供
と
放
射
線
と

含
め
６
２
名
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
が
引
き
起
こ
し
た
大

て
い
た
多
く
の
労
働
者
の
仕
事

向
か
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

規
模
な
被
害
は
い
つ
収
束
す
る
か
わ
か
ら
な
い
深
刻
な
状
況
で
す
。
低
線

が
奪
わ
れ
た
。
私
達
は
、
東
電

放
射
線
の
恐
怖
、
チ
ェ
ー
ン
メ
ー

量
被
爆
へ
の
不
安
、
政
府
の
指
示
で
避
難
し
た
人
、
自
主
的
に
避
難
し
た

に
騙
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
無
関

ル
で
振
り
回
さ
れ
た
。
子
供
を
押

人
は
１
６
万
人
。
２
年
に
及
ぶ
避
難
生
活
は
精
神
的
、
肉
体
的
に
限
界
に

●
高
野
桜
さ
ん
（
高
校
生
平
和
大
使
）

心
だ
っ
た
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い

さ
え
つ
け
イ
ソ
ジ
ン
を
飲
ま
せ
た

達
し
て
い
ま
す
。
今
集
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
霊
山
太
鼓
（
伊
達

る
。
今
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え

人
も
い
る
。
幼
稚
園
は
食
材
は
県

市
）
下
柴
彼
岸
獅
子
（
喜
多
方
市
）
大
谷
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
（
楢
葉

小
高
区
２
０
ｋ
ｍ
圏
内
。
家
族
は
山

て
ほ
し
い
。
私
達
は
変
え
る
こ

外
産
、
運
動
は
屋
内
、
で
も
子
供

町
）
ま
た
、
な
み
え
焼
き
そ
ば
を
は
じ
め
多
く
の
出
店
が
あ
り
、
震
災
、

形
に
避
難
。
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

と
が
出
来
る
。

達
は
毎
日
楽
し
く
通
園
し
て
い
る
。

原
発
事
故
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
原
発
事
故
を
絶
対
に
風

っ
た
。
昨
年
２
月
に
一
時
帰
宅
。
片

し
か
し
、
将
来
が
と
て
も
不
安
に

化
さ
せ
な
い
と
言
う
強
い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

付
け
や
周
り
の
写
真
を
撮
影
。
帰
り

な
る
。
戻
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が

た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

●
菅
野
豊
さ
ん
（
県
旅
館
ホ
テ

改
善
し
て
い
な
い
。
住
宅
の
除
染

中
間
貯
蔵
施
設
見
た
い
の
が
あ
り
。

ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長
）

が
遅
れ
て
い
る
。

親
の
交
流
に
よ

イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
ず
、
家
の
除

り
情
報
を
好
感
し
て
い
る
。
子
供

染
も
で
き
な
い
。
ネ
ズ
ミ
の
糞
、
猫

組
合
に
６
３
０
軒
が
加
入
。
震

た
ち
に
当
た
り
前
の
こ
と
を
や
ら

や
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
住
み
着
い
て
お
り

災
原
発
事
故
後
６
８
万
人
が
キ

せ
て
あ
げ
た
い
。

●
佐
藤
弘
行
さ
ん
（
相
馬
双
葉
漁

雨
漏
れ
後
に
カ
ビ
が
発
生
。
室
内
も

ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
。
こ
れ
か

業
共
同
組
合
理
事
）

雨
漏
れ
が
あ
り
放
射
線
量
も
高
い
。

ら
の
不
安
、
し
か
し
、
県
民
２

帰
れ
な
い
と
感
じ
た
。
高
校
生
活
は

１
１
万
の
被
災
者
を
受
け
入
れ

２
年
が
過
ぎ
ガ
レ
キ
を
片
付
け
て

１
年
は
小
高
工
、
２
年
は
サ
テ
ラ
イ

お
役
に
立
て
た
。
そ
の
後
、
５

●
篠
木
弘
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
双
葉
代
表

き
た
。
妻
と
家
を
津
波
で
失
っ
た
。

ト
、
３
年
は
仮
設
校
舎
。
教
室
は
間

月
に
原
発
事
故
に
よ
る
損
害
賠

理
事
）

途
方
に
暮
れ
た
。
漁
師
は
海
に
出

仕
切
り
で
仕
切
り
。
音
楽
は
体
育
館
。

償
を
東
電
に
求
め
た
。
現
在
は
、

て
仕
事
。
明
日
の
活
力
に
な
る
。

友
達
も
バ
ラ
バ
ラ
で
卒
業
に
な
っ

八
重
の
桜
効
果
も
あ
り
８
０
％

こ
の
あ
ず
ま
体
育
館
は
避
難
所
で

し
か
し
、
海
は
放
射
能
で
汚
染
さ

た
。
昨
年
８
月
に
平
和
大
使
で
ス
イ

ま
で
回
復
し
て
い
る
が
、
風
評

世
話
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
双
葉
は
２

れ
漁
が
出
来
な
い
。
モ
ニ
タ
リ
ン

ス
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
行
っ
て
き
た
。
海

被
害
、
修
繕
、
人
出
不
足
も
あ

０
ｋ
ｍ
圏
内
は
立
入
が
で
き
な
い
。

グ
試
験
漁
で
タ
コ
な
ど
３
種
類
。

外
で
は
情
報
が
行
き
と
ど
い
て
い
な

り
運
営
が
厳
し
い
状
況
が
続
い

営
農
、
畜
産
が
出
来
な
い
。
牛
、

１
１
月
に
は
１
２
種
類
に
拡
大
に

い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
政
府
に
関
す

て
い
る
。
原
発
の
恐
ろ
し
さ
、

豚
達
が
残
酷
に
も
取
残
さ
れ
見
捨

な
っ
た
。
魚
採
っ
て
も
共
犯
と
思

る
質
問
、
支
援
は
有
る
の
か
。
な
ど

１
０
基
の
存
在
を
改
め
て
知
っ

て
ら
れ
た
。
原
発
が
終
息
し
た
と

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
５
８
歳
に
な

真
剣
に
受
け
止
め
て
い
た
。
被
ば
く

た
。
全
国
に
福
島
の
元
気
を
発

は
思
わ
な
い
。
除
染
に
し
て
も
被

り
体
力
的
に
劣
っ
た
が
息
子
が
後

者
の
人
達
は
全
世
界
に
伝
え
る
べ

信
し
て
い
る
。
共
に
頑
張
ろ
う
。

害
者
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
継
い
で
く
れ
た
。
今
後
、
風
評

き
。
反
対
署
名
も
取
組
ん
で
い
た
。

本
当
に
苦
し
い
。
田
畑
、
山
林
を

の
不
安
が
あ
る
。
し
か
し
、
漁
師

長
崎
は
６
０
年
過
ぎ
る
と
戻
れ
る
と

守
り
近
隣
生
活
を
大
切
に
し
生
き

は
原
発
に
負
け
な
い
。
市
場
で
母

言
わ
れ
た
。
福
島
の
放
射
能
は
２
０

●
大
越
た
か
子
さ
ん
（
県
外
避

て
き
た
。
先
人
が
築
い
て
き
た
営

ち
ゃ
ん
た
ち
が
魚
を
並
べ
て
い
る

０
倍
飛
ん
で
い
る
。
伝
え
て
い
く
こ

難
者
）

み
が
全
て
失
っ
た
。
事
実
を
訴
え

の
を
夢
見
て
操
業
し
て
い
る
。
原

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
普
通
で
な

●
お
知
ら
せ
（
退
職
）

て
今
後
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
原

発
は
い
ら
な
い
。
賠
償
に
惑
わ
さ

い
こ
と
が
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

宇
都
宮
に
避
難
。
２
、
３
週
間

発
１
０
基
の
廃
炉
。
し
か
し
、
東

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
負

る
。
高
校
生
活
は
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ

で
戻
れ
る
と
思
っ
て
い
た
。
今

３
月
３
１
日
付

電
は
無
視
し
て
い
る
。
長
い
闘
い

け
な
い
。
海
を
取
り
戻
す
た
め
何

た
。
お
か
し
い
こ
と
を
、
風
化
さ
せ

は
、
い
わ
き
に
避
難
。
自
宅
は
、

佐
々
木
勝
紀
（
福
島
地
区
分
会
）

が
続
が
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い

で
も
や
っ
て
ゆ
く
。
強
く
決
意
す

な
い
こ
と
が
大
切
。

ネ
ズ
ミ
、
カ
ビ
に
占
領
さ
れ
て

（
出
向
・
ジ
ェ
イ
テ
ッ
ク
福
島
）

し
頑
張
り
た
い
。

る
。

し
ま
っ
て
無
念
さ
を
感
じ
る
。

Ｊ
Ｒ
エ
ル
ダ
ー
）
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普
通
で
な
い
こ
と
が
、
当

普
通
で
な
い
こ
と
が
、
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

風
化
さ
せ
な
い
！

風
化
さ
せ
な
い
！


